
又は名称

別表 4(全 枚の 枚目) 遊漁船の総 トン数又は長さ、定員及び通信設備等

1緋
)その他

トン ml  人
９
し
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′
脚』初

:( )沿 海・ ( )遠洋、近海
( )遊漁船専用 。 ( )漁船と兼用 。 ( )他使用と兼用

後記義
単独記載・ ( )重 )業務用無線

)衛星電話

)その他
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(

ぶだ)改良型救命い

斎位響鱚 翁
( )だS(船舶自
動識別装置)

( )その他
(       )

(

(

)自 己所有船 Iti・
)他者所有船舶

てし
由
３
事
※
の
英

口

記
場
複
る
重
い

)

( )多客期にチャーターするため

… 1_⊇ _重 生 ⊆ 」 也 二 玉 _____:

※ 1 通信設備及び救命設備については、船の種類や航行区域等に応 じて国土交通省が定める要件に適合す
るものであること。
※ 2 利用者を特定の場所に下船させて水産動植物を採捕させる業態を指し、磯渡し、筏渡し、防波堤渡し、
沖で千出する場所での潮千狩り等が該当 (法令等で立入禁上の場所に渡すことはできない)Э
※ 3 他の事業者の遊漁船として登録簿に記載されている船舶を当該事業者の遊漁船として t)記載されてい
るもの。

整

理

番

遊漁船の

名称

船舶番号、漁船登録

番号等 総 トン数 長 さ
旅客定員又は
利用定員

業務形態

主たる業務 :◎

その他全て :0
航行区域 (該当に○)

遊漁船の使用状況 (該当にO)

救命設備※

の状況

(該当にO)

2,θ ―ι78θ 5 /5 卜
/
/7 7ο m 12人

ワ

一
※

わ
′
しヽ紺８( )平本・ (0)限定沿海 。 ( )沿海 。 ( )遠洋、近海

( )遊漁船専用 。 (0)漁船と兼用 。 ( )11伸津|ル 兼肝l
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別表6 安全の確保のため船長及び業務主任者が遵守すべき事項
航行中及び利用者が水産動植物を採補 している間、船長及び業務主任者は以下のとお
り行動 します。

○一般的事項
・出航から帰航するまでの間は、飲酒はしません。 酒気を帯びて漁場に案内しま
せん。

航行中、波の影響により船体が動揺するときは、波の状況について適切な見張 りを行
うとともに、波に対する進路の変更を行い、かつ、安全な速力まで十分な減速を行 う
ことにより、船体動揺の軽減に努めます。

航行中、波の影響により船体が動揺 して危険が予想 され るときは、利用者に対 して動
揺が比較的小 さい船体中央より後方の部分に乗船するよう指導 します

乗船中は、船室内にいる場合を除き、救命胴衣 (船に備 え付けられ、又は持ち込まれ
た、船舶の種類や航行区域に応 じて国土交通省が定める要件に適合するものをいいま
す。以下同 じ。)を着用 します。
乗船中は、船室内にいる場合を除き、利用者に常に救命胴衣を着用 させ ます。
12歳未満の小児には、乗船中は、常に救命胴衣を着用させます。
利用者の乗降場所から漁場又は漁場から漁場までの間における岩場、浅瀬、河川域、
防波堤、定置網、養殖施設等を調査 し、危険性の評価を行い、特に危険と認められる
場所について、別添にとりまとめ、安全に航行できる航路、避険線等の設定を行いま
す。

航行中はGPSプ ロッター等を利用して自船の位置を確認 し、上記で設定 した航路の航
行、避険線に基づいた安全な航行を行います。
随時、気象や海象等に関する情報収集を行い、気象又は海象等の状況の悪化等、利用
者の安全の確保のために必要と判断される場合は、船室内においても利用者に救命胴
衣を着用 させます c
。その他 (

○船釣 りをす る場合

利用者を案内している間は、船長及び業務主任者は自ら釣 りをしません。
○瀬渡 しをする場合
・利用者の安全確認のため、渡 した磯等を定期的に巡回します。
・磯等において、利用者には常に国土交通省が定める要件と同等以上の性能を有する救
命胴衣を着用させます。
・磯等において採捕を終了した利用者を収容 し帰航する際、利用者が遊漁船に乗船 して
いることを確認 します。

○体験漁業 (観光定置、観光底びき等)をする場合
利用者が網揚げ等をしている間、利用者に危険が生 じないよう安全に操業 します。



登録番号 長崎県5094 氏名又は名称 平間百子

作成日 令和 6年/8/28 変更/令和6年 /10/3 変更

別表7 出航中止基準及び帰航基準

出航中止

基準

出航の可否の判断は、下記の方法により行います。 (該当に○ )

(○)単独の判断 ( )団体による判断

出航地の波高

出航地の風速

出航地の視程

出港地や案内する漁場、出航地から案内

する漁場までの間において、以下のいずれか

の状況となっている場合、出航を中止します。

・海上警報 (風、霧等 )、 波浪警報、津波

警報・注意報の発令中

m以上

m以上

m未満

・落雷のおそれがあるとき

0事業者、船長又は業務主任者のうち、いずれ

か1名でも危険と判断したとき

・その他

(                  )

出航中止の判断は、以下の

とおり行います。

Э出航中止を判断する団体名

②上記団体の代表者、連絡先

代表者

連絡先

③団体の構成員の氏名又は

名称及び登録番号

別紙 1の とお り

④出航中止の判断の方法

別紙2の とおり

帰航基準

m以上

m以上

m未満

漁場における波高

漁場における風速

漁場における視程

案内する漁場において、以下のいずれかの状況に至った場合、帰航すること

とします。

・海上警報 (風、霧等 )、 波浪警報の発令

・利用者に急病人やケガ人が出たとき

・落雷のおそれがあるとき

0上記の他、利用者の安全の確保が困難になると予想されるとき

・その他 (



県3094       1氏名又は名称
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スは海象等の状況が悪化した場合の対処

気象又は海象等の 1出航 した港等に帰航できない場合は、以下の場所に避難をしますЭ
状況が悪化 した場
合の避難する場所

るRガ

瀬渡じ (磯、筏、防波堤等渡し)の業務を行う場合 暑

磯等 と遊漁船 との

間の連絡方法※
(該当に○ )

( )携帯電話
( )衛星電話
( )利用者に渡 した発煙筒
( )そ の他 ( )

磯等に遊漁船の旅
客定員を超えて利
用者を渡す業務の
形態の場合にあっ
ては、緊急的に利用
者を収容 し帰航さ
せる方法

津波警報、注意報が
発令された場合の
対応

※連絡手段の通信設備については、船舶の種類や航行区域等に応 じて国土交通省が定める
要件に適合するもの 。
※気象又は海象等が悪化 した場合は、必要な措置をとつた上で、速やかに連絡責任者に連
絡する。

案内する漁場の位置 避難する港

グ ガ
′0パ 豚

んヲ賄ズ ハ曰憔た
脅 llaリ 筋外た そヽ死熟〉ノ鰤る

嬌 ズ ろ江右

記の他、帰航を判断 した場 か /
＼ に避難できる
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を収集すべき事項

1登録番号 ら6

(1 )利用者の安全の確保
に必要な情報

(2)漁場の安定的な利用
関係の確保に必要な情
幸艮

氏名又は名称 1斤
変更日 / / / // 1

墨粧地にお11_う波豪、_昼速さ_捏程

_Щ粧空生産労町■|_団体の出航半堕笠に開すo嘩l___|

|

乗船する利用者数

____(1_2歳地 41ゝ児が含:ま 4tう場合は)_その人匁 ____

言[曇
で庭脅雪倉拒彗磐凛警爾毛〕霧二占言覆よξ日彙|]難

法第16条に基づき利用者に周知するZ、要がある「案内する漁
場における水産動植物の採捕に関する制限又は禁止及び漁
場の使用に関する制限の内容」について、当該漁場を管轄 し
ニセ_主う都道府県知事在、提供_し

`上

]_夕巨報

漁場利用協定や漁場慣行等について、案内する漁場を管轄す
る者6道府県に設置 されている海面利用協議会が提供 してい
る情報

議会において協議が調った事項や海面利用協
られた事項など、地域における漁場の安定利用

協

め
報
一

く
定
情
一

づ

で
る
一

基
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す
一

に
会

関
一

法
議

Ｌ
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別表H 安全の確保のため周知すべき内容及び方法
周知の方法

(該当にO)

(0)遊漁船に周知内容を掲示する。
( )遊漁船の乗船前に書面を配布、回覧する。
( )営業所のモニター又はタブレット端末等の電子機器で視聴 し
てもらう (ウ ェブサイ トに周知事項をまとめた動画等の視聴
等を含む)。

周知する内容 ○一般的事項
・出航から帰航するまでの間、船長及び業務主任者の指示に
従 うこと
。遊漁船の航行中はむやみに立ち歩かないこと
,航行中、波の影響により船体が動揺することがあるときは、動揺
が比較的小さい船 r4N―中央より後方の部分に乗船すること
。天候急変時の帰航決定について船長の指示に従 うこと
救命胴衣等の救命設備の保管場所及び使用方法
・落水者の船上への引揚げを補助するはしご等の保管場所及び使用
方法
落水者の発生等、非常時の場合における他の利用者への救助協力
乗船中は船室内にいる場合を除き、救命胴衣 (船に備え付けられ
、又は持ち込まれた、船の種類や航行区域に応 じて国土交通省が
定める要件に適合するもの)を着用すること
。その他 (                    )

○瀬渡しの場合
・瀬渡 し中及び磯等の上においては国土交通省が定める要件と同等
以上の性能を有する救命胴衣を着用すること
・磯等で緊急事態が発生 した場合における遊漁船との連絡方法
。その他 (                    )

漁場において口頭で
説明する。

○一般的事項
・案内する漁場において注意すべき事項
(自 由記載 (必須)                )

。その他 (                    )

○瀬渡しの場合
・磯等からの帰航時間
。磯等で天候が急変した場合における避難場所
。安全管理の手法 (定期巡回、携帯電話等での連絡 )
。船から磯、磯から船に渡る際に注意すべき事項
(自 由記載 (必須 )
その他 (



登録番号 長崎県5094 氏名又は名称 平間百子

作成日 令和 6年/8/28 変更/令和6年 /10/3 変更

別表12公表する情報

損害賠償保険について公表する情報

船  名
利用者1人当たりの

填補限度額

利用定員又は

旅客定員

契約期間

海  龍 5,000万 円 12名

令和6年9月 18日 から

令和7年9月 17日 まで

業務改善命令について公表する情報

事業者名

命令を受けた日

命令を受けた理由

命令の内容

命令を受けて講じた (講じよう

とする)措置


